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脳卒中発症の地域較差に及ぼす社会経済要因並びに自然 吉野　博

要因としての気候の影響に関する調査研究（梗概）

一特に，住宅の熱環境性能との関連について一

1章研究目的

　脳卒中の発症と死亡は，世界的にみて著しい地域差が

あり，日本国内でも地方別，都府県別に相当の較差があ

ることはよく知られている。日本では東北地方において

発生率は著しく高い。脳卒中死亡率の原因は，食塩の過

剰摂取と冬の寒さであるといわれており，この問題に対

して，公衆衛生学の立場からは，栄養摂取状況との関連

や保健医療対策との関連で研究が実施されている。又，

気候条件との因果関係も調べられている。しかし，冬の

寒さの点では東北地方よりも更に厳しい北海道では死亡

率が低く，気候条件が直接，脳卒中死亡率に影響を及ぽ

しているとはいい難い。むしろ関連があるとすれば人間

が日常接する室内の気温の方が関係が深いと推察され

る。この点に関して筆者らは，昭和57，58年の冬に山形

県を対象として調査を実施文-1）したが，室内の温度と脳

卒中との因果関係を明確に示すことができなかった。

　そこで本研究は，前回とは異なった方法で，宮域県全

県を対象としたアンケート調査と宮域県の2町を対象と

した詳細調査によって，住宅の熱環境性能を中心とした

社会経済要因並びに自然環境要因としての気候の脳卒中

発症への影響を明らかにすることを目的としている。

　これらの結果は，住宅の断熱設計や暖房設備の設計を

行なう際の基礎資料となるものである。

2章研究内容と方法

　本調査は，2期に構成される。第1期では，宮城県を

対象に，アンケート調査を行なうことにより，中高齢者

の社会経済要因と脳卒中との関係を総合的に把握する。

第1期における気候に関する調査は既存のデータを用い

る。

　第2期では，住宅の熱環境性能を中心とする社会経済

要因に関して詳細な調査を行なう。調査対象地区は，吉

野正敏式気候区分に沿って比較対照できるような市町村

を選定した。即ち，太平洋沿岸部から，脳卒中死亡率の

低い唐桑町，低地部から死亡率の高い志波姫町を選んだ

が，又，更に，第2期においては，それらの2つの町の

中から数戸の特定の住戸において，栄養に関する調査，

温熱環境の詳細調査，室温と血圧及び脈拍の関係につい

て調査を行なう。

3章　宮城県内の10地区を対象にした簡易調査

3．1　調査目的と内容

　宮域県の市町村を対象にして，郵送式アンケート票を

使い，社会経済要因と脳卒中死亡の地理的分布との関連

を調べることを目的とする。又，4章以下で示す志波姫

町並びに唐桑町を対象とした総合的調査を実施する時の

基礎資料として使用する。

　調査項目は　①住宅環境　②身体労作程度　③ストレ

ス　④食習慣　⑤健康への関心である。

3．2　調査対象地区並びに調査対象者の選定

（1）調査対象地区

　市町村を，脳卒中死亡率に基づいて高死亡率地区と低

死亡率地区に分け，それぞれの地区から無作為に抽出す

ることによって，調査対象の市町村を選定した。

　昭和54年から56年までの脳卒中死亡数を基にして昭和

55年の全国人口を使って標準化死亡比を算出し，宮城県

のそれとを比較した。有意差検定の方法として信頼限界

の計算は，観測値の分布が正規分布に近似できるという

仮定に基づいて行なった。

　その結果，90％の信頼度で7町（農業地区）を有意に

高い地区として選び，1町（漁業地区）1市（仙台）を

有意に低い地区として選んだ。しかし，この結果には次

のような修正を行なった。

　1）選ばれた1町（漁業地区）は，町の人口が少なく，

漁業地区の代表として，それだけを調査対象とするのは

不適当なので，この他に，自然・社会経済環境が類似し，

しかも脳卒中の標準化死亡比が比較的低い（有意に低い

というわけではないが）別の1町を選んだ。

　2）登米町は，標準化死亡比が有意に高かったが，死

亡数が少なかったので（30以下）はずした。その代わり

に，比較的標準化死亡比が高く，総合調査の対象地でも

ある志波姫町を付け加えた。結果として1市9町を郵送
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表3．1 調査対象地区並びに質問票郵送数と回収数

地区 市町 郵送数 回収数回収率脇
都市部 仙　台 315 ユ88 60

一■■一唐　桑 386 278 72
漁業地区

雄　勝 294 174 59
桃　生 125 82 66
涌　谷 277 ユ78 64

田　尻 203 146 72

農業地区中新圧1 191 ］33 70
小野田 ユ25 93 74

一　迫 153 105 69
志波姫 103 6］ 59

式アンケート票の調査対象地区として選定した。

　選定した市町は，表3．1の通リであり，地図上で示

せば図3．1の通りである。

（2）調査対象者

　各町を訪問し，系統標本抽出法を使って，選挙人名簿

から30～74歳の個人を選出し，その名前と住所を記録し

た。サンプル・サイズを決定するために4つの段階と方

法をふんで，表3．1の住戸数を対象とした。

郵送数　計　2172
回収数　計　1438
平均回収率　66％

南方町
唐桑町

石越町

行沢町

着柳町

志液蛭町

⑩乗駒町　　　　⑮
　　　　　　　金
　　　　　　　成
　　　　　　　町

’雲仙沼奪

⑳
本
含
町

⑳菓和町　　　　③ 歌津町
　　　　　⑲鴫子町　　　　　　　　　　　　　　　　　　志
鮒町　　花留1二窒町．、、、晶　奮⑲　　量糊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　己一纂館町　迫　　　　　　　　③　　　　　　　　　　　　　　　　北上町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　津⑯　　　　　　　　　　　　　⑫岩出山町　　　　　　　　　　山
高洞水町　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑰　　　　町　　　　⑫
　　　　　　　　　　　　　魁、　　　　㊥米町⑫　　　　　　　　幽町
中綱町　　　　　弘　⑰　」囲尻町　　　　　　　　鰍町
　　　　　　　⑨富崎町　　　　　1・　古川市　　　　　⑭　　　　　⑮河北町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　漏谷　、、，　　　　　　　　　　　　　　　　桃生町

小牛酬　　　　　　⑲　篶南町　　⑳㌧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑦松山町　　　　　⑮　　　　　⑰⑦　⑰石巷市
　　　　　　　小晶町色・一　　　，　矢本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳　　　　　　　　　　⑭

三本木町

．簑　一1

．唖．
　　　　　南郷町

　　　　　喝禰町

塩釜市

　　七ヶ浜町

　　慶レ　勺

“

多賀城市

⑳川崎町

　　　　　　　　　⑳
②蔵王　　　　　田町

岩沼市

大河原町

⑳七ケ宿町

　　　　　　⑭
　　　　　　角困市
　　　　　’

　　　　　■　　　　　　⑳丸森町

5．

図3．1　調査対象市町
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3．3　分析方法

　Conti㎎ency　tabｌe　anaｌysisを用いて，脳卒中に関連

があると思われる社会経済要因と，脳卒中の地理的分布

の関係について，検討した。まず二元配置の表（bivariate

tab1es）（調査要因と，死亡率に分類した地理区）を作成

した。次に回答者の健康状態が一定であると仮定した場

合に，調査要因と地理区の関係がどのようになるかを調

べるために，回答者の健康状態を，第三要因としてとり

あげて2つのグループに分類した。

　1）健康なグループ……脳卒中に関連があると思われ

る疾病を持ってない人，即ち，血圧が正常か，又は，低

く，高血圧の治療を受けていない上に，脳卒中，心臓病，

糖尿病の既応歴がない人達のグループ

　2）病気のグ，ループ……脳卒中に関連があると思われ

る疾病を持っている人，即ち，血圧が高いか，又は，幾

分高く，高血圧の治療中であり，脳卒中，心臓病，糖尿

病の既応歴がある人達のグループ

　唐桑町は，80歳以上の人になると，死因が老衰になる

率が異常に高いことが判明したので，この町の脳卒中の

死亡率は老衰が正しく診断されるともっと高くなると推

察された。実際，80歳以上の人を対象に，宮域県と唐桑

町の脳卒中死亡率を比較すると，唐桑町の死亡率が宮城

県のそれより少し高くなるということが判明した。従っ

て，唐桑町の標準化死亡比は有意に高いのではなく，有

意差がないというように仮定した。そこでまず，1）標

準化死亡比が有意に高い農業地区，2）有意差がない漁

業地区，3）有意に低い都市部に分類し，Contingency

table　anaysisを行ない，これがどのように調査項目に

関連しているかをみることにした。有意差検定の方法は

π2検定によった。調査対象集団と抽出集団間の人口構成

の補正は性別並びに30～44，45～59，60～74歳の年齢グ

ルーフ。別に行なった。

3．4　調査結果

分析に際し，次の3つの分類との関連について明らか

にした。

　①有意に高い農業地区と有意に低い都市部との比較

　②農業地区と漁業地区と都市部の比較

　③都市部と郡部との比較

　表3．2に，例として調査項目と死亡別によって分類

された3つの地区との関連について，5％の有意水準で

有意差があった回答だけを記載した。

3．5　考察

　調査結果を概観すると，回答者の健康状態を一定であ

ると仮定した時に，調査項目に関して，高率地区と低率

地区の間で，明確な差異が見られることがわかった。し

かし，これは都市部と郡部の生活様式の差であるように

も思われる。この点に関して，調査項目別に検討してみ

る。

1）住宅環境

　高死亡率の農業地区の人は，低死亡率の都市部の人よ

表3．2（1）χ2検定－有意に高い農業地区と有意差がな
　　　　い漁業地区と有意に低い都市部地区の比較－

質問事項 回　　答 都市部 漁業地区口業地区
戦　　前 8〔8％）77（18％）工07（14％）

建設時期 1945－1974 79（51％）226（51％）401（52％）
1975隼以降67（41％）134（31％）256（34％）

居間・石油／ガス／有 110（69％）346（76％）630（79％）
石炭（まき）ストープ無 50（31％）11O（24％）168（21％）

有 24（15％）居問・電気ストープ
39（9％）52（7％）

無 136（85％）417（91％）747（93％）
有 116（72％）居閻・電気こたつ 296（65％）433（54％）
無 44（28％）160（35％）366（46％）

居間・ガス／石油／有 89（56％）197（43％）394（49％）
ファンヒーター 無 71（44％）259（57％）405（51％）

居問・練炭こたっ有 5（3％）167（37％）347（43％）
無 155（97％）289（63％）452（57％）

居間　・電気 有 20（13％）13（3％）33（4％）
カ　ー　ペ　ッ　ト無 i40（87％）443（97％）766（96％）

屋　　内 129（81％）262（58％）418（52％）
便　所　の　位　置屋　内（下足）30（ユ9％）127（28％）180（23％）

屋　　外 0（O％）66（14％）202（25％）
有 54（34％）31（7％）便所の暖房器具 i30（16％）
無 106（66％）424（93％）668（84％）

便所・ヒーター 有 42（26％）16（3％）104（13％）
付　　便　　座 無 118（74％）440（97％）696（87％）

有 18（11％）11（2％）
便所・電気ヒーター

15（2％）
無 工42（89％）445（98％）785（98％）
有 128（80％）302（66％）600（75％）寝室の暖房器具
無 32（20％）工54（34％）199（25％）

表3．2（2）κ2検定一有意に高い農業地区と有意差がな
　　　い漁業地区と有意に低い都市部地区の比較（続き）

質　問　事項 回　　　答都市部 漁業地区口業地区
寝室・電気毛布／電有 88（55％）245（54％）493（62％）
気足温器ノ湯たんぼ無 72（45％）211（46％）308（38％）
寝室・石油ガスストプノ有 54（34％）55（12％）125（16％）
石油ガスファンヒーわ！セントラルヒーティング無 l06（66％）401（88％）676（84％）

肯 20（13％）12（3％）30（4％）
職業・専門的技術的

否 140（87％）444（97％）770（96％）
肯 10（6％）8（2％）8（1％）

職業・管　優的
否 150（94％）448（98％）792（99％）
肯 35（22％）26（6％）54（7％）

職業・事　　務
否 125（78％）430（94％）747（93％）
肯 19（12％）19（4％）42（5％）

職業・販　　　売
否 141（88％）437（96％）758（95％）
肯 1（1％）50（ll％）330（41％）

職業・口　林業
否 工59（99％）406（89％〕471（59％）
肯 o（o％）133（29％）0（O％）

職業・漁　　業
否 160（100％）324（71％）801（100％）

職業・ 肯 7（4％）67（15％）165（21％）
技能工、生産工程労務否 153（96％）389（85％）636（79％）

肯 18（11％）11（2％）17（2％）
職業・　サービス

否 142（89％）445（98％）783（98％）
肯 2（2％）82（24％）27（4％）

出稼ぎ・遠洋漁業
否 108（98％）254（76％）607（96％）
肯 49（45％）266（79％）460（73％）

汗を流す運動、仕事
否 61（55％）69（21％）168（27％）
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表3．2（3）χ2検定一有意に高い農業地区と有意差がな
　　　い漁業地区と有意に低い都市部地区（1）比較（続き）

質問事項 回　　答
1日に3回

ごはん摂取頻度1日に2回
工日に1回
1日に3回
1日に2回

つけもの摂取頻度1日に1回
殆ど（全然）食べない
ユ日に3回
工日に2回

みそ汁の摂取頻度
1日に1回

殆ど（全然）のまない
殆ど毎日

鮮魚の摂取頻度2日に1回
週に1－2回／

殆ど食べない
殆ど毎日
2日に1回

肉の摂取頻度
週に1－2回
殆ど食べない
3－6時間

睡　眠　時　閤7－9時問
lO－15時問
1山局　　い
やや高い

血圧のレベル
正　　常
低　　い

高血圧の治療 肯
否

都市部
63（39％）
77（48％）
21（】3％）
23（15％）
55（34％）
67（42％）
15（9％）
11（7％）
82（52％）
61（38％）
5（3％）
41（26％）
80（50％）
39（24％）
31（20％）
75（47％）
48（30％）
5（3％）
20（13％）
136（85％）
3（2％）
8（5％）
27（18％）
83（54％）
36（23％）
20（13％）
138（87％）

漁業地区
381‘84％）
66｛15％）
7（ユ％）

207（46％）
131（29％）
93（21％）
21（5％）
97（＝～1％）
296（65％）
59（13％）
3（1％）

230（5］勇6）
158（35％）
65（14％）
37（8％）
ユ35（30負6）
245（54％）
34（8％）
68（115％〕
358（79％）
29（6％〕
27（6％）
91（20％）
275（62％）
53（1－2％）
98（22％）
354（78％）

擾業地区
657（82％）
136（i7％）
4（1％）

393（49％）
248（31％）
136（17％）
22（3％）
240（30％）
432（54％）
l19（15％）
7（1％）

391（49％）
271（34％）
］37（17％）
80（1O％）
323（40％）
367（46％）
28（4％）
77（iO％）
678（85％）
46（5％）
53（7％）
153（20％）
456（59％）
108（14％）
202（26％）
589（74％）

り寒い環境下にある。居間の暖房設備は，高死亡卒地区

と低死亡率地区で大差がないが，例えば寝室とか，便所

のような部屋は，余り暖房されていない。特に寒い時期

などには，このような部屋の温度差が血圧値を急に上昇

させるとも言われている。標準化死亡比に有意差がない

漁業地区に住む人もこの居間の暖房に関しては高死亡卒

の農業地区と同様に，良い環境に置かれていない。屋外

に便所のある人は，農業地区の人より少ないとはいうも

のの，低死亡卒の都市部よりは多い、寝室，便所で暖房

器具を使っている人の率は，三地区のうちで漁業地区が

最低である。概して，暖房に関する生活様式は，高死亡

卒の農業地区と有意差のない漁業地区とで類似してい

る。この事実は，これらの地区の住宅構造によることも

考えられる。例えば，両地区の人々は，便所は日本式が

多い。そのような便所を暖房しても熱がすぐ逃げてしま

うので，余り暖房効果は無く寒いままにしておくものと

推測される。都市部の方が気候が温和であるという点で，

農業地区ほど暖房を必要としないと言える。都市部と郡

部の比較をした結果をみると，暖房設備に関して両地区

に大きな差がある。このことは，死亡別に分類した地理

区と調査項目との関連が，実は単に死亡率の高い地区と

低い地区の生活様式の差の現れにすぎないということが

考えられる。室内の暖房環境が類似している漁業地区の

方が，農業地区より死亡率が低いのは，気候の差に帰因

しているのかもしれない。

2）身体労作程度

　死亡率の高い農業地区の人の方が，低い都市部の人よ

り肉体労働をしている。有意差のない漁業地区の人も職

業が違うとはいえ，同様に肉体労働をしている。概して，

郡部の人の方が激しい肉体労働に従事しているのに比

べ，都市部の人の方が，座業的仕事についている。従っ

て，肉体労働と，脳卒中死亡との関連は，単に都市部と

郡部との生活様式の差によるように思われる。

3）ストレス

　出稼ぎと遠洋漁業をメジャー（尺度）としてストレス

を調査したが，低率の都市部と高率の農業地区で，出稼

ぎに行く人の数が少ないために，分析できなかった。過

去において，出稼ぎは農村地域に非常に多く，このこと

がストレスとなって脳卒中を起こす要因になるかもしれ

ないといわれた。しかし，出稼ぎ者が少ない現在，その

ようなことは言えなくなったことが判明した。従って，

次の総合調査の患者・対照比較調査（ケース・コントロー

ルスタデイ）では，代わりに，過去（年齢30～50歳位の

時期）の出稼ぎや遠洋漁業の経験を調べてみることにし

た。

4）　食習慣
　高死亡率の農業地区のほとんどの人は，在来型食生活

をしている。即ち，ごはん，つけもの，みそ汁の摂取頻

度が非常に高い。しかし，このことは，有意差の無い漁

業地区についてもいえる。三地区間で，動物性タンパク

質摂取に差は無い。高死亡率の農業地区は，過去におい

て，タンパク質摂取，（特に動物性）が少なかったことは

良く知られている。しかし，生活水準の向上に伴う栄養

改善の普及のおかげで，このようなことは既になくなっ

てしまったようだ。概して，食生活と脳卒中死亡の関連

は，都市部と郡部の塩分摂取に代表される食習慣の違い

によるところか大きいように思える。

5）健康への関心

　高死亡率の農業地区の人は，健康の為に休養をとるこ

とにもっとも注意を払っている。彼らの仕事は，概して，

肉体労働を伴うので，必然的に休養をとる必要があると

言える。しかし，同様に肉体労働を伴う仕事を持つ，有

意差のない漁業地区の人は，高死亡率の農業地区の人ほ

ど休養をとらない。このことは，漁業関係の仕事をする

人は，疲れていても休養をとるような時間が許されない

環境下におかれているからかもしれない。

　低死亡率の都市部の人も，休養をとらない傾向がある。

概観してみるに，高死亡率地区の人，並びに低死亡率地

区の人とも一般的に，健康面に注意を払っている傾向が

みられる。このことは，健康への関心と，脳卒中の地域

差とは余｝）関連がないということであろうか。質問票で

用いた健康に関する質問事項は余りに一般的なものだっ
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たので，患者・対照調査では，脳卒中予防に密接な関係

があると思われる健康事項についても質問する。

4章　宮城県志波姫町及び唐桑町を対象とした総合的調査

4．1　調査対象

（1）対象地域の選定方法

　対象地域は二つであるが，その選定基準は次の通りで

ある。

　1）社会，経済，環境条件の異なる行政単位区（市町

村）であること。即ち一つは農業地区，もう一つは漁業

地区。

　2）本調査に協力的な行政単位区であること。

　その結果，農業地区から志波姫町，漁業地区から唐桑

町が対象地域として選定された。これらの地区は，前章

の簡易調査でも調査対象となっている。

（2）対象地域の特性

　a）志波姫町

　志波姫町は，仙北低地地域に属する。仙南地域に比べ

て，冬季はやや曇天が多く低温であり，主な産業は米作

である。昭和60年度のこの町の三大死因は，第一位癌，

第二位心臓病，第三位脳卒中であった。脳卒中は，長い

間死因の第一位であったが，昭和60年度になって，癌に

取って代わられた。

　b）唐桑町

　唐桑町は，北上山地北東部に突出する半島に位置する。

夏は日中，海風の影響を受けて涼しく，冬は温暖である。

主な産業は漁業と畑作であり，遠洋漁業は，以前ほどで

はないが，いまだ重要な収入源となっている。昭和60年

度のこの町の三大死因は，第一位脳卒中，第2位老衰，

第3位癌である。過去において脳卒中は必ずしも最も重

要な死因ではなかったが，最近になって，死亡率が上昇

した。これは，死亡診断書の質的向上（老衰の診断の減

少）と関連があるのではないかと推測される。

（3）対象者と住宅並びにその選択方法

　保健所の協力を得て，死亡診断書から，最近5年間に

脳卒中で死亡した者の氏名・住所・性別・死亡時の年齢

に関する資料を入手した。この中から次の者を除外して

残りの者を患者群（ケース）として調査対象とした。即

ち，

　1）脳卒中にかかってから一年以上たって死亡した者

　2）くも膜下出血で死亡した者

　3）死亡時の年齢が50歳以下，又は，80歳以上の者

　次に，高血圧や循環器疾患に罹患したことがなくて，

現在も生存しており，かつ脳卒中で死亡した調査対象者

と年齢（5歳幅）及び性の点で一致する者を無作為に抽

出し，これらを対照群（コントロール）とした。対照群

の既応歴については，町の保健課に保存されている資料

を利用したが，この資料のない個人については，町の保

健課が本人に直接電話で問いただした。患者群は既に死

亡しているので，調査協力者としては，患者の配偶者が

生存している場合は配偶者，そうでない場合はその子供

とした。対照群は生存しているが，患者群と同様に調査

協力者としては，配偶者が生存している場合は配偶者，

そうでない場合は子供とした。

　志波姫町では45人，唐桑町では43人の者が患者群とし

て選出されたが，そのうち志波姫町と唐桑町で，それぞ

れ35人並びに34人の者が本調査に協力することに同意し

た。対照群は，調査協力に同意した患者と，性，年齢，

で一致する対照のみが選出された。従って，患者群同様，

志波姫町，唐桑町で35人並びに34人がそれぞれ選出され

た。

4．2　対象者の社会的，経済的環境条件に関する調査

（1）調査項目

　対象者の社会的，経済的環境条件に関する調査項目は，

①身体労作程度，②食習慣，③ストレス，④健康への関

心，⑤健康状態である。

（2）調査対象

　4．1に述べられた方法で選出された患者群（ケース），

対照群（コントロール）が調査対象である。即ち，志波

姫町では患者群35名，対照群35名，唐桑町では患者群34

名，対照群34名である。

（3）調査方法

　各町で，地元3名の者を雇い，調査協力者に面接調査

を行なった。調査員の問いで調査方法に差異が生じない

よう，面接調査法の指導訓練期間を設けた。又，選択式

の回答によるアンケート票を作成し，調査員の混乱を最

小限にとどめるよう努力した。

（4）調査結果

　志波姫，唐桑両町の患者群と対照群をそれぞれ比較す

るために，分割表を用いた，有意差検定の方法はπ2検定

によった。有意差がでた調査項目について，その結果を

表4．1に示す。

　身体的労作程度とストレスに関しては，両町において，

患者群と対照群では，5％の有意水準で有意差はなかっ

た。

　両町とも共通して，患者群は対照群に比べて，生前，

定期的な血圧測定をしていなかった人が多い。又，高血

圧症患者が多く，高血圧の治療を受けていたり，心臓病

の既応歴を持っていた傾向がある。

　その他，志波姫町の患者群は，対照群に比べて，糖尿

病の既応歴を持っている者が多く，塩辛い食品の摂取が

多かった。唐桑町では，患者群の方がやはり塩辛い食品

を好む者が多かった。
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（5）　まとめ

　両町において，脳卒中死か亡に関連があると思われる要

因はかなり一致している。又，志波姫町で1ま，患者群は，

塩辛い食品の摂取が多く，唐桑町では，塩辛い食品に対

する好みが強いという結果が得られたが，サンプル数が

更に増えれば，両町共に，患者群は塩辛い食品の摂取量

が多く，その食品への好みも強いという給果となったも

のと撒則される。

　結論として，以前から言われていたように，本調査で

も，食塩摂取量は，脳卒中死亡と重要な関連があること

を示唆している。又，血圧の定期測定が重要であり，こ

のことは血圧と脳卒中死亡のつながりを提示している。

4．3　対象者の居住する住宅及び衣服

（1）調査内容

　アンケート調査の内容は，住宅延面積，断熱材の使用

状況，窓の構成，便所の位置，使用暖房器艮，暖房期間，

暖房時間帯，着衣の状況，家族構成，年間収入，などで

ある。又，室内温度についても調査しているが，この結

果については4．4で述ぺる。

（2）調査対象

　調査対象者は，当初4．1で述べた方法で選定し，両

町の患者群，対照群，それぞれ50世帯を予定したが，都

合のつかない住戸などがあり，回答の得られた住戸は志

波姫町では対照群が43戸，患者群が37戸、又，唐桑町で

　　表4．1χ2検定で有意差があった調査項目表
　　　　　　　　（志波姫町・唐桑町）
　　　　　　　　　一患老群と対照群の比較一

質問事項 回　　　　答

高血圧の徴候もないが測1

血圧の定期測定血圧関係で通院していて鮒

定期的に測定していな』

⊥局　　　い

やや高い
血圧のレペル

正　　常

低　　　い

有
高血圧治療歴

無

有
糟尿病歴

無

有
心竈病歴

無

好　　き
壇　　辛　　い

嫌　　　い
食品の好み 一どちらでもない

好きなだけ／普通に食べ一
自　　辛　　一

気をっけて／少々食べ。
食晶の摂取■

ほとんどノ全然食べな

志波姫町
患者群　対照群

　　　　　　　　　7　　　21高血圧の徴候もないが測走　　（20）　（60）
　　　　　　　　　10血圧関係で通院していて測定　（29）

定期的に測定していない　　（51）　（4C）

（。§）

18　　　〔
（51）　（〔■）

（49）（m〔1）

（17）

（83）　（玉O〇一〕
（ll）

15　　　35
（52）（一00）

1讐隻止1

唐　桑　町
患者群　対照群
28　　　34
（82）　（l00）
5　　　0

u5）　（O）
　1　　　　0
（3）　（0）
15　　　　0〔44）　（0）
12　　　　1（35）　（3）
6　　　28

（18）　　（82）
ユ　　　5

（3）　（15）
29　　　0
（85）　（0）
5　　　34

（15）（1OO）

12　　　0
（35）　（0）
22　　　34
（65）　　（100）
21　　　9
（62）　（27）
10　　　22
（30）　　（65）
3　　　3

（8）　（8）

は，対照群47戸，患者群34戸である。

（3) 調査方法

　アンケート調査用紙と液晶温度計3個を各戸に配布

し，調査用紙への書き込みと温度の読み取りを居住者（主

婦）に依頼し，1週間後に回収した。

（41〕調査期間

　調査期間は志波姫町では昭和61年11月28日～12月5

日，唐桑町では昭和61年12月9日～12月15日である。

（5）調査結果

　志波姫町と唐桑町の患者群と対照群のグループごとに

単純集計した結果を図4．1に示す。

　全般的にみて志波姫町と唐桑町との差，並びに両町に

おける患者群と対照群の差は小さい。特に差のある点を

中心にして考察すると以下の通りである。

　1）家屋の構成

　①　建設時期

　建設時期は，昭和40年～50年代にピークがみられる。

昭和初期～1O年代に建設された住戸は唐桑町の方がやや

多い。患者群と対照群の差は小さい。

　②　床面積

　床面積の平均値は，およそ160㎡～170㎡であり，全般

的に建物の規模が非常に大きい。志波姫町では対照群の

方が患者群より6．8㎡だけ大きい。

　2）居間のシェルター性能

　①　断熱材

　断熱材の使用卒は，志波姫町が40％前後，唐桑町が30％

前後である。両町とも対照群の方が使用卒がわずかに高

い。又，部位別に見ると志波姫町の患者群では床に断熱

材を使用している住戸は0である。

　②　窓構成

　アルミサッシ一重が35～50％で両町とも最も高く，志

波姫町では患者群の方が10％ほど高い。木製サッシー重

を加えると60～70％になる。「アルミサッシ＋障子」は両

町とも20％前後であるが，「木製サッシ＋障子」が唐桑町

では約20％であるのに対して，志波姫町では5％以下と

なっている。

　③　力一テンの取り付け

　力一テン一重の割合は唐桑町の方がやや高く，カーテ

ンニ重の割合は志波姫町の対象群で高くなっている。

　④雨戸の使用

　唐桑町の方が使用率は高く，対照群で30％，患者群で

20％である。志波姫町は20％以下で，患者群の方が対照

群より5％高くなっている。唐桑町の方が高いのは海岸

近くで，風が強いためであると推定される。

　⑤　日当り

　志波姫町では患者群，対照群とも80％が良いと答えて

いるのに対して，唐桑町では，患者群が61％，対照群が

74％であり，志波姫町に比べて低い。これは唐桑町の住
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床
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　明治
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昭和～19
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50－99
100－149
150～199
200山249
250～
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す
き　　　　常に感じる
ま風　風が吹くと　〃
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便
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図4．1住宅及び衣服などに関するアンケート調査結呆
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宅が半島の山間部で起伏が多い場所に建てられているた

めであると推定される。

　⑥　床構成

　両町とも畳敷きの割合が高く，志波姫町で患者群64％，

対照群47％，唐桑町では40％前後である。唐桑町では次

が「畳十じゅうたん」で患者群28％，村照群38％であり，

志波姫町では，「板敷き＋じゅうたん」でおる。

　⑦すきま風の感じ方

　志波姫町の場合，患者群，対照群とも，「ほとんど感じ

ない」が70％前後であるのに対して，唐桑町では，患者

群が68％，対照群が52％である。又，「風が強いときに感

じる」の割合は志波姫町より，唐桑町の方が多く，対照

群は患者群より14％高い。

　3）便所の位置と暖房器具

　①便所の位置

　両町とも，屋内にある割合が約60％である。屋外の割

合は，脳卒中の死亡率の高い志波姫町のカがやや高く患

者群40％，対照群35％であるのに対して，唐桑町で24％

前後である。

　4）居間の暖房設備と使用状況

　①　暖房期間

　暖房開始時期は，志波姫町の患者群，対照群とも10月

下旬に全体の約30％が集中している。一方，唐桑町の患

者群では10月中旬に山があり，10月下旬を合わせると

40％を占め，対照群では10月上旬と11月上旬にそれぞれ

約25％となっている。又，暖房終了時期は，志波姫町の

患者群では，4月下旬と5月申旬に2つの山がみられる

が，対照群は5月中旬のみの一つである。唐桑町はどち

らもばらついているが，5月中旬の割含がやや高くなっ

ている。

　②　暖房器具

　開放型石油ストーブ，電気こたつ，練炭こたつの使用

率が，いずれも40％以上と高く，開放型石油又トーブと

こたつの両方用いている場合がほとんどであると推察さ

れる。志波姫町では練炭こたつの使用率が60％を超えて

おり，電気こたつよりも高いのに対して，一善桑町ではほ

ぼ半々である。以上の3つの使用率は志波姫町では，い

ずれも患者群の方がやや高いが，密閉型石油ストーブと

ファンヒーターの使用率は対照群の方が高い。唐桑町で

は，そのような傾向はみられない。

　③一日の暖房時間

　両町の患者群，対照群ともに0～5時間一及び5～9時

間でそれぞれ約40％を占める。1日の暖房時間の平均値

は，唐桑町の対照群が6．1時間と1最も長いが，志波姫町の

対照群，患者群，唐桑町の患老群は5時間台である。

　5）温冷感

①居間の温冷感

　団らん時の室温に対して回答を依頼したが，いずれも

　「暖かい」と答えた住戸の割合が50～60％と高い。志波

姫町では，「暖かい」の指摘率は対照群で高く，「やや暖

かい」の指摘率は患者群の方が高い。後述するように団

らん時の居間の温度の平均値は12～13℃であり，室温が

低い割には「暖かい」と感じられている。

　②団らん時における寝室の温冷感

　志波姫町では「どちらとも言えない」が最も高く35％

前後，唐桑町の対照群では「やや温かい」と「やや寒い」

が30％，患者群では「やや寒い」が38％となっている。

　③団らん時における便所の温冷感

　志波姫町では，「寒い」の割合が最も多く，50％弱であ

る。唐桑町では，対照群のピークは「やや寒い」に現れ

ている。

　6）着衣量，年間収入，家族人数

　①　団らん時の着衣量

　男性では，志波姫町の患者群の場合1～1．24cｌo，対照

群の場含1．25cｌo～にピークがみられ，和服を除く平均値

では対照群の方か患者群より0.15cloだけ厚着である。

唐桑町では対照群において1～1．25c1oに明確なピーク

がみられ，患者群では不明の率が高い。女性の場合，両

町とも1．25clo以上にピークがみられ患者群と対照群で

は差はないが，平均値では，対照群の方が患者群より，

志波姫町では0.04cｌo，唐桑町では0.06cｌo高い。

　②　家族数

　平均で，志波姫町は患者群4．1人，対照群4．9人，唐桑

町では，患者群3．8人，対照群4．1人である。志波姫町の

方がやや家族人数が多い。

　③　家族の年間総収入

　志波姫町の対照群，唐桑町の患者群で200万円～400万

円の割合が高くなっている。

　7）まとめ

　志波姫町と唐桑町との差，又両町の患者群，対照群の

差は全般的に小さいが，主な特徴をまとめると以下のよ

うになる。

　①　建物の規模は平均的に大変大きく約165㎡であ

る。又断熱材の使用率は44％以下，サッシー重が半数を

超え，熱的な性能は貧弱である。

　②　暖房設備は屠間のみで使用され，石油ストーブと

こたつの併用である。両町とも練炭こたつの使用率が電

気こたつを上回る。

　③　便所が屋外にある住戸は，脳卒中死亡率の高い志

波姫町では患者群で40％，対照群で35％であり，唐桑町

では24％前後である。

　④　着衣量の平均値は，両町とも対照群の方が患者群

より高い。
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4．4　室温調査

（1）調査対象

　調査対象は，4．3で述べた通りであるが，アンケー

ト用紙に温度の読み取りが十分記入されていない住戸を

除き，分析に用いた住戸数は表4．2の通りである。時

間帯別に記入もれをチェックし，データとして使用でき

るか否かを検討したので，住戸数は時間帯別に異なる。

（2）調査方法
　断熱材6㎜の板の上に貼った液晶温度計3個を居住者

に渡し，団らんをとる部屋（居間）と最年長者の寝室，

便所の3力所に床上1mの壁又は柱などに固定してもら

い，起床時，日中の午後，夜間の団らん時の温度を，1

週間にわたって読み取ってもらった。

（3）調査期間と外気温
　調査期間と日平均外気温を表4．3に示す。外気温は

6章で述べる、方法によって，両町それぞれ2戸において

連続測定しており，そのデータより，一日の平均値を算

出し，両町のそれぞれ2戸の平均値として示した。外気

温は，志波姫町では1.9～5.5℃，唐桑町では4.9～8.5℃

であり，唐桑町の方がいずれも平均値で3℃高かった。

（4）室温の調査結果
　　各住戸，各室ごとに一週間の平均値を求め，両町の
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患者群と対照群の間で比較する。夕食後の団らん時につ

いて度数分布で比較すると図4．2のようになる。便所

表4．2　志波姫町と唐桑町の対象者サンプル数

　志波姫町

対照群㈹ 患者群㎝

居間 寝室 便所 居間 寝室 便所

朝 37 35 36 35 35 35

昼 36 35 35 33 32 32

夜 38 37 37 35 35 35

唐桑町

　　対照群㈹居間寝室便所　　患者群　1鋤居間寝室便所

朝 46 46 46 32 32 32

昼 44 44 44 28 28 28

夜 46 46 46 32 32 32
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唐桑町

表4．3　両町の調査期間中の平均外気温度
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　　　　図4．2
（唐桑町）　室温の度数分布
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ではいずれも正規分布に近いが，居間は温度の高い方に

裾が広がっている。平均値では志波姫町の寝室を除きい

ずれも対照群の方がわずかに温度が高い。

　又，患者群と対照群ごとに平均値を算出し，比較する

と図4．3のようになる。志波姫町の寝室における夜の

団らん時以外は，いずれも対照群の方が温度は高い。即

ち，脳卒中で死亡した方の住戸の方が室温は低いと言え

る。しかし，その差は，1．3℃以下と小さく、平均値の差

の検定によって有意差がみられたのは，志波姫町の便所

の朝（有意水準5％），唐桑町の便所の昼（有意水準1％）

である。

（5）室温と温冷感の関係

　4．3で示した団らん時の温冷感の調査結果では，居

問に対しては「暖かい」と回答した住戸が最も多く，寝

室に対しては「どちらとも言えない」「やや寒い」，便所

に対しては「やや寒い」「寒い」と回答している住戸が多

かった。

　一方，各住戸において，団らん時の室温の読み取りを

依頼したので，温冷感と室温との対応関係をみている。

但し，患者群と対照群の比較はしない。室温としては，

1週問の平均値を用いる。温冷感の申告と温度の関係を

図4．4に示す。

　居間についてみると，志波姫町，唐桑町とも平均的に
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4（6）便所の温冷感申告と室温との関係（唐桑町）

は負の相関がみられる。又，「暖かい」と答えた住戸の平

均室温は，志波姫町では13.9℃，唐桑町は14.3℃である。

又，「どちらとも言えない」と答えた住戸の平均値は，志

波姫町で9．6℃，唐桑町は11.4℃である。かなり低い温度

であるにもかかわらず，「寒い」という申告とはなってい

ない。

　寝室と便所に関しては，負の相関はみられず，ばらつ

いている。寝室の場合には，温冷感申告は「やや暖かい」

から「寒い」まで幅がある。唐桑町においては，やや室

温は高くなり，「寒い」と答えた住戸の割合が小さくなっ

ている。

　便所の場合には，志波姫町では「やや暖かい」という

申告は，ほとんど無い。一方，唐桑町では「暖かい」「や

や暖かい」と答えた住戸もみられ，その時の平均室温は

9～12℃である。

　いずれにしても，温冷感の申告から単純に判断する限

り，居住者は，快適温度範囲よりもかなり低い温度の環

境の中で暮らしているにもかかわらず寒さを意識してい

ないということができる。

（6）まとめ

　1週間の平均値で両町を比較すると志波姫町の寝室に

おける団らん時を除いて，いずれの場合も，脳卒中で死

亡した方の住宅の方が1．3℃以下の差であるが全般的に

低い室温の中で暮らしている。又，温冷感申告の結果か

ら，居住者は快適温度範囲よりもかなり低い温度の環境

の中で暮らしているが，それにもかかわらず寒さを意識

していないということが示された。

5章栄養調査

5．1　調査項目

　脳卒中死亡に深いつながりがあるといわれている塩分

摂取量，並びに動物性タンパク質，動物性脂肪の摂取量

について調査する。

5．2　調査対象

　既に選ばれた両町の患者群（ケース）の中から生前患

者が属した世帯と，対照群（コントロール）が現在属す

る世帯それぞれ各10世帯を各町から無作為に抽出した。

その結果，志波姫町で，患者群の世帯8戸と対照群の世

帯10戸が，唐桑町で，患者群の世帯6戸と，対照群の世

帯8戸が，本調査に協力することを同意した。

5．3　調査方法と分析方法

　国民栄養調査方式に基づいて，唐桑町では，昭和51年

10月25～27日の3日間，志波姫町では，同年11月5～7

日の3日間実施した。国民栄養調査は，国民の栄養改善

を講ずる基礎資料として，国民の健康状態並びに栄養素

摂取の実態等を明らかにするために，毎年11月に厚生省

が全国から無作為に抽出された地区に対して実施してい

るものである。

　摂取状況調査成績は，各被調査世帯の食塩，動物1生タ

ンパク質並びに動物性脂肪の各々の総摂取量を家族構成

貝と調査日数で除して，1人1日当りとして算出した。

従って，年齢，性別などの構成の違う世帯間の栄養状態

を比較するには，必ずしも最適とは言えないが，この事

は結果を検討する際に考慮にいれた。

　分析方法としては，志波姫町と唐桑町，又は各町の患

者群と対照群の摂取量の平均値を比較することによって

行なった。平均値の差の検定は，分散が同じであるとき

は，T検定を使い，そうでないときは，Weｌch検定を使っ

た。

5．4　調査結果

　志波姫，唐桑両町の塩分摂取量並びに動物性タンパク

質・脂肪の摂取量を比較すると，5％の有意水準で有意

差は見られなかった。日本では，高血圧は脳内出血，脳

梗塞と関係があるといわれている。そして，高血圧は高

塩分に特徴づけられる伝統的な食習慣に関係があるとい

われている。一方，小町や鳴本文12〕が，動物性タンパク質

と動物性脂肪摂取を適切なレベルまであげることは，塩

分摂取のレベルにかかわらず，脳卒中を防止するために
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重要であると提案している。かつては、と1かくその環境

や因習，その他の事情もあって，米飯だけで満腹感を抱

く傾向にあった。例えば，昭和42年の志波女臣町の専業農

家の栄養調査結果をみると，あきらかに塩分摂取量が平

均29．8gと非常に多い。又，タンパク質は充足されている

が，動物性タンパク質の摂取量は少ない文3)。

　その点，漁村は動物性タンパク質脂肪の点で，農村に

比べて優れていた文4〕。しかし，今回の栄養調査結果をみ

ると，志波姫町における最近の栄養改善には著しいもの

がある。動物性タンパク質，脂肪に限っていえば，農業

地区である志波姫町の栄養水準は，漁業地区である唐桑

町の栄養水準に追い付いてきたといえる。

　食塩摂取に関しては，表5．1に示す。本調査の結果

は，志波姫町と唐桑町の間に，5％の有意水準で，有意

差はなかった。しかし，両町に共通して，食塩の摂取量

は，まだまだ高いと言える。

5．5　まとめ

　患者群と対照群の比較に関しては，ここlで結論を早急

に出すことは控えたい。その理由として，第一に，比較

する両者のサンプル数が少ないこと，第二に患者群と対

照群の個人の栄養摂取量でなく，世帯の栄養摂取量を調

べていることが挙げられる。後者の理由は，重要に思え

る。例えば，患者群と対照群の塩辛いものに村する好み，

又は，その摂取量を杜会的経済的環境条件に関する調査

で調べたときに，両町で患者群と対照群の間に1有意差が

あった。即ち，患者群の方が塩辛いものに対する好みが

強いか，又は，その摂取量が多いのである。従って，結

論として，今回の栄養調査では，志波姫町，唐桑町の住

民は塩分摂取量が同程度に高く，そのことは，郵送式ア

ンケート票の中で，両町が都市部（仙台）に比べて，脳

卒中死亡に関連があるといわれる高血圧症患者の割合が

高いこととつながりがあるのではないかという一点を指摘

するにとどめる。

6章　志波姫町と唐桑町の合計16戸における温熱環境の

詳細測定

6．1　調査目的と内容

　志波姫町と唐桑町の中から16戸を対象として，温熱環

境の実態を明らかにする。本調査では特に患者群と対照

群の比較は行なわない。

　室温の測定は，測温抵抗体と打点式小型電子記録計を

表5．1　食塩の摂取状況
　　　　　　　　　　　　　　　！9／日）ニエ竈警竈誓≡

用いて，約1週間連続で行なった。

　調査項目としては，①各室の温度，②居間の床上1．1m

と5㎝の温度及びグローブ温度，③外気温度，④暖房時

間長さなどであリ，これらの測定値を基にして，室間の

温度差，上下温度差，明け方の最低室温，暖房時間長さ

と室温の関係などを明らかにする。データを整理する上

で，1日の区切りは午前4時とし，夕食後の室温が安定

している時間帯を団らん時とした。

6．2　調査対象

　調査対象は，4．3の調査で対象とした志波姫町の対

照群43戸，患者群37戸，唐桑町では，対照群47戸，患者

群34戸の中から，地域にかたよりが無いように，又，地

区の特性を考慮して，志波姫町では対照群3戸，患者群

5戸，唐桑町では対照群，患者群それぞれ4戸，両町合

わせて16戸を選び，室温の詳細な実測を行なった。

　調査対象住戸の概要を表6．1にまとめて示す。又，

例として2住戸i（7）平面図を図6．1に示す。

6．3　調査結果

（1）調査期間中の各室温度の平均日変化

　志波姫町と唐桑町の各室温の日変化（測定期間中の平

均）を，例として2住戸について図6．2に示す。住戸

によるばらつきが大きいが，大部分の住戸では図6．2

N ○甲

■

口

．’　　1浴室

o一カ

、べ 子供郡屋
’ツド ． f漸．’
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■　　．　111■’o’斗一

＼．　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　カラス十瞭子
図6．1（1)測定住戸の平面図（志波姫住戸No2）

．
仏幻 ．’馬 〔⊃⑤o

＾．＿＿」．．　　「一’　　■’　一■1
口

」ユ 、浴壼
r一キ’’

ニレ⑰　’■

’■　　‘■一■一■ ．一■ 堀こたつ●｛漸rl
＿．．．一十閉＝勺、いトー㌧一

・ ．1｛所砒入口NI ．回「1’1 ㍑■ 1Iカ
」．

1一一　　’　　■一。一＿L一一一1・・
・セつ

一■ii　l’ 1 I
工 』L 1

」1 11．　。 1
二1 子供室

’⊥’1’ポー
・o一わ 玄閥

・
　　　　　　　　　　　・印．測定点、禽内の堀含（床上高さI．1m）
　　　　　　　　　　　◎グロープ温慶．床上5酬の温度を含む
図6．1(2）測定住戸の平面図（唐桑住戸No3）
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（1）のように朝と晩に暖房を行なっており，その間だけ居

問の温度が上昇している。一方，図6．2（2）のように一

日中ほとんど暖房をしてないと推定される住戸もみら

れ，室温はほとんど一日中10℃以下である。

（2）居間の上下温度差

　図6．2に示したように，暖房時における床上5㎝の

温度は床上1．1mの温度に比べて低く，座式の生活では，

表6．1

床表面近くの温度は体感上重要であり，又上下温度差が

大きいということは，暖房効率の面でも問題となる。そ

こで，居間の室内外温度差と上下温度差（床上1．1m－床

上5㎝）の関係を見ると両者の相関は大きい。調査期間

中の平均値で全住戸を比較すると図6．3となる。志波

姫町では，団らん時平均で室内外温度差が大きいと上下

温度差も大きくなっているが，唐桑町では内外温度差，

対象住戸の概要

町名

波

町

唐

桑

町

住戸
㎞

建設時期

昭和43年

54

20

45

大正工2年

昭和39年

53

昭和38年

39

20

59

38

12

55

居　　　　　　　　問 竈室の暖房設備家族人数最高年令最低年令年間収入延床面竈（階教）
広さ 窓の棚成 床の構成 暖房設備 暖房時間暖房期問

132．O㎡（1）　8帖（工3．2㎡）アルミサッシ十　木製ガラス戸畳吸き 石油ファンヒーター開放型石油ストープこ　た　つ
5．1hr7ケ月な　し 6 72才2才700～800万円

211．2（2）10帖（16．5）アルミサッシ十障子畳籔き 石油ファンヒーターこ　た　つ3．3 7．6 な　し 4 7529 100～200

132，O（1）　9帖（14．9）アルミサッシ十障子£政き 開放型石油ストープ4．9 6，3 な　し 6 7512 300～400

不明（2）　6帖（9．9）アルミサッシー重畳十じゅうたん開放型石油ストープこ　たつ1．6 6 な　し 6 6810 工00～200

240．9（1）　8帖（13．2）アルミサッシー重畳十じゅうたん
石油ファンヒータ’開放型石油ストープこ　たつ

7．2 6．6 な　し 5 6519 800～900

198．O（1）　6帖（9，9）アルミサッシー重畳敷き 開放型石油ストープこ　たつ1．5 6．3 な　し 2 6759 200～300

158．4（1）　8帖（13，2）アルミサッシ十障子畳敦き
石油ファンヒーター開放型石油ストープこ　たつ0 5．6 な　し 5 5923 500～600

188．1（2）　8帖．（13．2）アルミサッシ十障子畳政き 密閉型石油ストープ開放型石油ストープこ　たつ
4．2 6．3 な　し 4 7023 100～200

108．9㎡（1）　6帖（9．9㎡）アルミサッシー重畳十じゅうたん石油ファンヒーターこ　たつ1．1hr7ケ月 な　し 6 78才13才800～900万円

125．4（1）　6帖（9．9）アルミサッシー重畳十じゅうたん石油ファンヒーターこ　たつ2，4 3．6 な　し 4 6513 400～500

69．3（1）　8帖（13．2）アルミサッシー童畳十じゅうたんこ　たつ O 7．3 な　し 6 592 400～500

214．5（2）10帖（16．5）アルミサッシニ重畳十じゅうたん密閉型石油ストープこ　たつ8．2 4 な　し 6 7516 1000～

151．8（1）1O帖（16．5）アルミサッシー重板籔き十ごさ’こ　た　つ 0．7 9 な　し 2 6457 300～400

188．1（1）　8帖（13．2）アルミサッシー童畳十カーペットこ　たつ 0 7，3 な　し 6 603 1000～

工81．5（2）　6帖（9．9）アルミサッシ十障子畳十じゅうたん
石油ファンヒーター開放型石油ストープ亀気ストーブ，こたつ

8．0 4 な　し 4 4315 800～900

132．O（1）15帖（24．78）障子のみ 板敷き十ござ開放型石油ストープこたつO 6．3 な　し 5 6916 200～300

注：暖房時問は調査期聞平均の値

（℃）
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一10

（8日間の平均）
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居間床上11mバ、居　　　　　’問床上5c血
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図6．2（1）調査期間中の室温の平均圓変化
　　　　　　　（志波姫住戸No2の場合）
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（7日間の平均）

床上1．1m　　。’　！

5㎝

7
’　　　　’射．．．・：！　　　’‘・．・．・’

、　　　　　　　　　　　　　　　　　‘、、、　＼一、ξ所　　　　　一一．一　　外気温　　　、一一一、一一・・一・　　■

4　6　8　10　12　14　16　18　20　22　24　2　4（時）
図6．2（2）調査期間中の室温の平均目変化

　　　　　　　（唐桑住戸No3の場合）
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（℃）
○調査期闘中の平均

し， ●調沓期閻中の平均団らん時平均8
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図6．3（1）調査期間中平均の居間の室内外温度差と上
　　下温度差（1．1m－5㎝）の関係（志波姫町の場合）

　斗2

グ十1
口1　　θ。。ψ。
プ　　0
温
度一

乾球一2
温
度＿3

　　　■
　■
。　■．　．
　　■　　■

　　　　　　○　日平均
　　　　　　●　団らん時平均

　　　一4　　　　　　　一一一一一⊥一一一一…一⊥一一一一一」一一　　　一」
　　　o．2　　　　　　　　0．3　　　　　　　　0．4　　　　　　　　0．5　　　　　　　　0．6　　　　　　　　0．7
　　　　　　　　　上下温度／室内外温度差
　図6．4（1）居間の内外温度差で基準化した上下温度差
　　　　　　　と（グロ－プ温度－乾球温度＝）の関係
　　　　　　　（志波姫住戸No．1の場合）

　　　　　　　　　　　　　　　　○　調査期間中の平均
グ（℃）　　　　　　　　　　　　●　　”　団らん時平均
口　十2
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乾
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温一1。　。1　。。　。。　。。　。。
度
　　　　　　　　　　　　上下温度／室内外温肢
　図6．5（1）居間の内外温度差で基準化した上下温度差
　　　　　　　と（グロ－プ温度－乾球温度〕1の関係
　　　　　　　（志波姫町の場合）

上下温度差ともに小さい。

（3）居間の上下温度差とグローブ温度

　上下温度差を室内外温度差で基準化しプl1値（上下温度

差と室内外温度差との比）と、グローブ温度と乾球温度

との差の関係を示すと，図6，4のように1なる。又，調

査期間中の平均値で全住戸を比較すると図6．5となる。

　志波姫町ではグローブ温度と乾球温度の差は，ほとん

どO～1℃の間に入る。唐桑1町ではNo．7とNo．8の住

戸が1～1．5℃であるのに対して，それ以外はO℃前後で

ある。住戸No．7と8では暖房器具として，それぞれファ

ンヒーター，開放型石油ストーブが使われている。

（4）居間の明け方の最低室温

　明け方の最低室温とその時の外気温との関係を図6．

6に示す。最低室温は外気温の低下と共に低くなる。志

波姫町では明け方の最低室温は外気温よりも2～4℃高

いだけである。又，唐桑町では，明け方の最低室温は外

気温よりも1～6℃高く，志波姫町よりもばらついてい

る。特にNo4は高いが，これは，暖房時間が他の住戸に

上
下
温
度
差

（℃〕
○調査期間中の平均
●葎査娚閻中の平均団らん時平均
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比べて長いためである。

（5）寝室，便所の温度

　外気温との差で表した居間と寝室の温度の関係を測定

期間中の平均値として図6．7で示す。志波姫町の場合，

寝室の温度と居間温度との比は0．2から0．4で，寝室の温

度が居間温度に比べて大変低い。唐桑町の場合には，ば

らつきが大きく，0．1近辺の住戸もあれば0．8と寝室温度

の高い住戸もある。便所の温度との関係を図6．8に示

す。いずれもかなりばらついており，便所の温度と居間

温度との比が0で便所の温度が外気温と等しい住戸もあ

れば，居間温度より高い住戸もある。

6．4　まとめ

　①各室温度の平均日変化

　住戸のばらつきが大きく，大部分の住戸では朝と晩に

暖房を行なっており，その間だけ居間の温度が上昇して

いる。

　②暖房時間長さと日平均外気温との関係

　両町とも暖房時間はかなりばらついており，唐桑町の

方が志波姫町に比べて長い。又，外気温は唐桑町の方が

志波姫町よりも約3℃高い。

　③暖房時間長さと居間室温

（℃）
10

○詞杏蜘聞中の平均
●調杏蠣聞中の団らん時平均

　志波姫町では，室温と暖房時間長さは正の相関がみら

れるが，唐桑町では，その関係ははっきりしない。

　④居間の上下温度差

　志波姫町では，団らん時平均で，室内外温度差が大き

いと上下温度差も大きくなっているが，唐桑町では内外

温度差，上下温度差ともに小さい。

　⑤居間の上下温度差とグローブ温度

　志波姫町では，グローブ温度と乾球温度の差は，ほと

んど0～1℃の間に入り，唐桑町では，Nα7とNo8の住

戸が1～1．5℃であるが，その他の住戸は0℃前後であ

る。
　⑥居間の明け方の最低室温は，外気温よりも2

～4℃高い。又，唐桑町では，明け方の最低室温は外気

温よりも1～6℃高く，志波姫町よりばらついている。

　⑦寝室，便所の温度

　志波姫町の場合，寝室の温度は居間の温度のO．2～O．4

で大変低い。唐桑町の場合には，ばらつきが大きく，0．1

付近の住戸もあれば0．8と寝室温度の高い住戸もある。

　便所の温度は，両町ともかなりばらついており，便所

の温度と居間温度との比が0で，便所の温度が外気温と

等しい住戸もあれば，居間温度よりも高い住戸もある。
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7章　血圧及び脈拍変動と室温との関係に関する測定の試み

7．1　調査目的

　住宅の中での室間の温度差が，脳卒申発症の原因の一

つではないかということが，先に実施した研究文1］から明

らかになったので，血圧と脈拍を連続的に測定できる機

械を用いて，それらの変化を調べ，一一方、身体の周辺の

温度も同時に測定して，両者に関連があるか否かについ

て調べた。

7．2　調査対象

　調査対象は希望者を募った結果，志波姫町10人（患者

群5人，対照群5人），唐桑町7人（患者群1人，対照群

6人）となった。

7．3　調査方法

　調査対象者に血圧計（24時問携帯型自動立［1圧心拍数計，

TM－2410㈱タケダメディカル製，測定時問間隔，5分）

をつけてもらい，唐桑のA氏を除き，平均2時間測定し

た。A氏の場合には8時問で茅）る。又，同時に対象者の

身体周辺の室温を携帯型自動温湿度計（温湿度変換器，

THT－A222神栄㈱製，測定時問問隔，1分）によって測

定した。

7．4　調査結果

最高血圧，最低血圧，脈拍と室温の時間変化を図7．

1に示す。例として2名の人の結果のみ示す。

（1）志波姫町の女性D（図7．1（1））

　16：4（〕頃に室温が18℃から6℃に急激に下がった時に

平均血圧は150mmHgまで上昇している。このときの最

高血圧は165mmHg，最低でも143mmHgである。

（2）唐桑町の女性A（図7．1（2））

　普段血圧が不安定で，測定中トイレに行ったり，部屋

を行き来した。室温が急激に下降している時に，平均血

圧が上がり，脈拍が下がっている。これはトイレに行っ

たときと思われる、．

7．5　まとめ

　血圧と脈抽を連、続的に測定し，又，身体の周辺の温度

も同時に測定して，両者の関連を調べた。

　測定者に個人差があり又，室温の変化に伴って血圧と

脈拍の高低差がつく人とつかない人等，様々であり1則定

者によっては，血圧と室温の関連性が多少はあるような

傾向もみられたか，行為の記録が無いため，血圧の変化

が何に起因しているか不明なところがある。今回は，予

備的な測定であり，測定上の問題や分析のために必要な

行動の内容等が明らかでなかったので，さらに実測を行

なう予定である．

8章総括

　（1）宮城県内の10市町を対象とした簡易調査によれ

ば，脳卒中死亡卒の高い地区と低い地区では，住宅環境，

身体労作程度，又トレス，食習慣，健康への関心などあ

らゆる点で差が見られる。高率地区では，暖房設備が不

十分であり，外に便所を設けている家が多く，寒い環境
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の中で暮らしている。又，肉体労働を伴う仕事に従事し

ており，食生活は在来型のごはん，みそしる，である。

この差は都市部と郡部の生活様式の差であるという見方

もできる。

　（2〕農業地区である志波姫町と漁業地区である唐桑町

を対象として患者・対照比較調査を行なった。

　a）志波姫町患者群35人，対照群35人，唐桑町患者群

34人，対照群34人を対象とした身体労作程度，食習慣，

ストレス，健康への関心，健康状態に関するアンケート

調査によれば，健康状態と食習慣の点で患者群，対照群

間で有意差がみられ，患者群の方が高血圧の治療を受け

ていたり，心臓病の既往歴を持っており，又，塩辛い食

品を好んで食べている傾向がある。

　b）住宅及び衣服に関する調査を志波姫町，患者群37

戸，対照群43戸，唐桑町，患者群34戸，対照群47戸を対

象に実施した結果，患者群と対照群との差は全般的に小

さかった。共通して指摘できる点は次の通りである。

　①建物の規模は平均的に大変大きく約165m2であ

る。又断熱材の使用率は44％以下，サッシー重が半数を

超え，熱的な性能は貧弱である。

　②暖房設備は居間のみで使用され，石油ストーブと

こたつの併用である。志波姫町で，練炭こたつの使用率

が電気こたつを上回る。

　③　便所が屋外にある住戸は，脳卒中死亡率の高い志

波姫町において10％多い。

　④1週間の平均値で両町を比較すると志波姫町の寝

室における団らん時を除いて，いずれの場合も，脳卒中

で死亡した方の住宅の方が1．3℃以下の差であるが全般

的に低い室温の中で暮らしている。

　C）室温と涯、冷感の関係についてみた結果，室温は快

適温度範囲（20℃前後）よりもかなり低い温度となって

いるが，「寒い」という申告にはつながっておらず，この

ような環境が当然であるという認識を持っているものと

推察された。

　（3）志波姫町で患者群8戸，対照群10戸，唐桑町で患

者群6戸，対照群8戸を対象として栄養調査を行なった。

その結果，患者群と対照群の間並びに志波姫と唐桑の間

で有意な差は見られなかった。しかし，両町の住民は塩

分摂取量が同程度に高く，そのことは脳卒中死亡に関連

があるといわれる高血圧症患者の割合が高いこととつな

がりがあると推察された。

　（4）志波姫町8戸と，唐桑町8戸を対象とした温熱環

境の詳細測定の結果より，以下の点が明らかとなった。

　①各室温度の平均日変化

　住戸のばらつきが大きく，大部分の住戸では朝と晩に

暖房を行なっており，その間だけ居間の温度が上昇して

いる。

　②暖房時間長さと日平均外気温との関係

　両町とも暖房時間はかなり，ばらついており唐桑町の

方が志波姫町に比べて長い。又，外気温は唐桑町の方が

志波姫町よりも約3℃高い。

　③暖房時間長さと居間室温

　志波姫町では，室温と暖房時間長さは正の相関がみら

れるが，唐桑町では，その関係ははっきりしない。

　④　居間の上下温度

　志波姫町では，団らん時平均で，室内外温度差が大き

いと上下温度差も大きくなっているが，唐桑町では室内

外温度差，上下温度差ともに小さい。

　⑤居間の上下温度差とグローブ温度

　志波姫町では，グローブ温度と乾球温度の差はほとん

どO～1℃の間に入ケ），唐桑町では，No7とNo8の住戸

が1～1.5℃であるが，その他の住戸は0℃前後である。

　⑥居間の明け方の最低室温は外気温よりも，2

～4℃高い。又，唐桑町では，明け方の最低室温は外気

温よりも1～6℃高く，志波姫町よりばらついている。

⑦　寝室，便所の温度

　志波姫町の場合，寝室の温度は居間の温度の0.2～0.4

で大変低い。唐桑町の場合には，ばらつきが大きく，0．1

付近の住戸もあれば0．8と寝室温度の高い住戸もある。

　便所の温度は，両町ともかなりばらついており，便所

の温度と居間温度との比が0で，便所の温度が外気温と

等しい住戸もあれば，居間温度より高い住戸もある。

　（5）血圧と脈抽を連続的に測定し，又，身体の周辺の

温度も同時に測定して，両者の関連を調べた。

　測定者に個人差があり又，室温の変化に伴って血圧と

脈抽の高低差がつく人とつかない人等，様々であり測定

者によっては，血圧と室温の関連性が多少はあるような

傾向もみられたが，行為の記録が無いため，血圧の変化

が何に起因しているか不明なところがあった。

　（6）今回，実施した患者・対照比較調査の結果，患者

群の方が，高血圧の治療を受けていたり，心臓病の既往

歴を持っており，又，塩辛い食品を好んで食べている傾

向にあること，住宅の室温が全般的に低いことが明らか

となった。

　前者の結果は，既に公衆衛生の方面では以前から言わ

れていた通りであるが，後者の件については，新しい知

見と言える。しかしながら，室温に差が出たとはいうも

のの，室温自体が快適温度からすれば，かなり低いとこ

ろにあり，その差をとたてて取り上げるというよりは，

温度の低いことの方に注目すべきであるといえ，このよ

うな低い温度で暮らしている環境を一日も早く改善して

いくことが，健康を維持していく上で必要であると言え

よう。
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